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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 422,204 32.2 41,025 ― 21,748 ― 10,292 ―

22年3月期第3四半期 319,431 12.2 △10,907 ― △24,462 ― △30,565 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 46.89 42.85
22年3月期第3四半期 △191.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 932,663 346,508 29.9 1,218.17
22年3月期 947,450 346,782 27.8 1,185.27

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  278,778百万円 22年3月期  263,637百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想） 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
当社グループの製造・販売するＤＲＡＭ製品は価格変動が激しく、将来の市況を的確に予想することが困難であるため、当社は業績予想を開示しておりま
せん。通期の業績の見込みがほぼ確定した時点で、速やかに開示を致します。現時点で将来の業績を予測するために有用と思われる情報をＰ．５ 連結業
績予想に関する定性的情報「平成23年3月期 連結業績参考指標」に記載しておりますので、ご参照下さい。 
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(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が本資料発表時点で入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．５ 「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 203,071,619株 22年3月期  196,601,419株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,476株 22年3月期  1,461株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 202,623,112株 22年3月期3Q 161,400,063株
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1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報  

①当四半期（平成22年10月１日～12月31日の３ヶ月）の経営成績 

   （単位：億円）

 平成23年３月期

第３四半期 

平成23年３月期

第２四半期 

前四半期比 

増 減（％）

平成22年３月期 

第３四半期 

前年同期比

増 減（％）

売上高 971 1,488 -34.8 1,510 -35.7 

売上総利益（△損失） △77 402 - 472 - 

営業利益（△損失） △269 235 - 304 - 

経常利益（△損失） △305 152 - 275 - 

四半期純利益（△損失） △296 92 - 211 - 

 

当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日～12月31日、以下「当四半期」）のＤＲＡＭ市場は、

ＰＣの出荷台数が伸び悩んだことからＰＣ向けＤＲＡＭの需要が不振であったことに加え、

ＤＲＡＭメーカー各社の製造プロセスの微細化の進展により供給は増加したため、需給バランスが悪化

し、市場価格は急落しました。当社はこの状況に対応すべく、ＰＣ向けＤＲＡＭについて生産委託先か

らの調達と広島工場での生産を見直し、11月より減産（工場へのウェハ投入量の削減）を実施し、過剰

在庫リスクの低減を図りました。一方、スマートフォンやタブレットＰＣ等の携帯情報端末の販売は第

１四半期後半より堅調な動きが継続しており、これら携帯情報端末向けモバイルＤＲＡＭの需給はタイ

トな状況が続きました。 

 

ＰＣ向けＤＲＡＭの市況悪化を受け、当社の当四半期のＤＲＡＭ平均販売単価（ドルベース）は、前年

同期比39％の下落、前四半期比37％の下落となりました。また、ＤＲＡＭ出荷ビット[1]は前年同期比18％

増、前四半期比11％増となっております。これにより、当四半期の売上高は前年同期比35.7％減、前四

半期比34.8％減の971億円となりました。コンピューティングＤＲＡＭの売上高は販売単価の下落や円高

進行の影響を受けたため、前四半期比で４割強減少し、全売上高に占める割合は約６割になりました。

また、前四半期比で主に携帯情報端末向けのMobile ＲＡＭTMの出荷が増加した一方、デジタル家電向け

ＤＲＡＭの出荷は季節要因により減少し、プレミアＤＲＡＭの売上高は前四半期比で約１割減となりま

した。 

 

当四半期の売上総利益は前四半期比479億円減少し、77億円の損失に転じました。これは、販売単価の

下落スピードがプロセスの微細化による製造コストの低下スピードを上回ったために損益の大幅な悪化

を招いたことに加え、たな卸資産評価損等の発生や円高進行の影響があったことによるものです。営業

損益は、前四半期比504億円悪化し、269億円の損失（前年同期は304億円の利益）となりました。経常損

益は、支払利息24億円、為替差損５億円の計上等により、305億円の損失（同275億円の利益）となりま

した。四半期純損益は、契約精算益27億円及び少数株主利益13億円の計上等により、296億円の損失（同

211億円の利益）となりました。 

 

 

 

 

 

                              
[1] ビット：メモリの記憶容量を示す単位 
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②当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～12月31日の９ヶ月）の経営成績 

   

（単位：億円） 

前年同期比  
平成23年３月期

第３四半期累計

平成22年３月期 

第３四半期累計 増減  ％ 

売上高 4,222 3,194 1,028 32.2 

売上総利益 942 346 596 171.9 

営業利益（△損失） 410 △109 519 - 

経常利益（△損失） 217 △245 462 - 

四半期純利益（△損失） 103 △306 409 - 

 

当第３四半期連結累計期間（以下、「当第３四半期累計」）のＤＲＡＭ市場は、期の前半にはＰＣ向

けＤＲＡＭの需給が逼迫し、市場価格も高水準で推移しましたが、８月以降、需要の停滞と供給の増加

により需給バランスが急速に悪化し、価格は急落しました。 

当社の当第３四半期累計売上高は、主に前年同期比出荷ビットの増加により、32.2％増の4,222億円と

なりました。四半期ベースの売上高は、第１四半期は1,763億円、第２四半期は1,488億円、当四半期は

971億円となり、価格下落の影響から四半期毎に減少しており、また円高の影響を受けているものの、当

第３四半期累計の売上総利益は、先端プロセスへの微細化による製造コストの低減等により、前年同期

比596億円改善の942億円となりました。売上総利益の改善により、営業損益は前年同期の109億円の損失

から519億円改善し、410億円の利益に転じました。四半期ベースの営業損益は、第１四半期に過去最高

益の444億円、第２四半期に235億円の黒字を計上しましたが、当四半期はたな卸資産評価損等の影響も

あり269億円の赤字を計上するに至りました。経常損益は、為替差損88億円及び支払利息78億円を計上し

たこと等から、217億円の利益（前年同期は245億円の損失）となりました。四半期純損益は、契約精算

益27億円、固定資産除却損15億円及び少数株主利益121億円の計上等により、103億円の利益（同306億円

の損失）となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報  

① 資産、負債及び純資産の状況 

当期末の総資産は、前連結会計年度末（以下、「前期末」）比148億円減の9,327億円となりました。

これは、転換社債型新株予約権付社債（以下、「転換社債」）667億円の発行により現金及び預金が増加

した一方で、売上高の減少に伴い受取手形及び売掛金が429億円減少したことや、減価償却等により有形

固定資産が185億円減少したことが主な理由です。 

有利子負債残高は、転換社債の発行があったものの、借入金の約定返済及びリース債務の返済により

前期末比599億円減の4,448億円となりました。 

純資産は3,465億円（前期末3,468億円）となりました。子会社株式の取得等により少数株主持分が154

億円減少した一方で、平成22年４月のKingston Technology Corporationを割当先とする株式の発行によ

り、資本金、資本剰余金がそれぞれ58億円増加したことに加え、四半期純利益103億円を計上したことに

より、利益剰余金が増加しました。 

なお、当社は平成22年６月25日開催の第11期定時株主総会における資本準備金の額の減少及び剰余金

の処分の決議に基づき、同日付で資本準備金1,435億円を取り崩し、その他資本剰余金に振り替え、更に

同剰余金をもって繰越利益剰余金の欠損を填補致しております。 
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② キャッシュ・フローの状況 

                                       （単位：億円） 

 平成23年３月期

第１四半期 

平成23年３月期

第２四半期 

平成23年３月期

第３四半期 

平成23年３月期

第３四半期累計

営業活動によるキャッシュ・フロー 648 614 485 1,747

投資活動によるキャッシュ・フロー △294 △258 △347 △899

財務活動によるキャッシュ・フロー 55 △536 182 △299

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,494 1,312 1,647 1,647

フリー・キャッシュ・フロー 354 356 138 848
 

i) 当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日～12月31日の３ヶ月） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末に比べて

336億円増加し、1,647億円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

です。 

 

当四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失が280億円となったこと、

減価償却費及びその他の償却費が318億円となったこと、売上債権が397億円減少したこと等により、485

億円の収入超となりました。(前年同期は186億円の収入超) 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が349億円となったこと等によ

り、347億円の支出超となりました。(前年同期は201億円の支出超) 

財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の償還による支出300億円、長期借入金及びリース債務の

返済による支出118億円、転換社債の発行による収入600億円があったこと等により、182億円の収入超

となりました。（前年同期は128億円の支出超） 

 

ⅱ) 当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～12月31日の９ヶ月）  
  

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は前期末に比べて525億円増加し、1,647億 

   円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益238億円及び減価償却費及びその他

の償却費939億円を計上したこと、売上債権が363億円減少したこと等により、1,747億円の収入超とな

りました。前年同期との比較では、収入が1,731億円増加しました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べ支出が104億円増加し、899億円の支出超とな

りました。これは、貸付金の回収による収入が57億円あった一方で、有形固定資産の取得による支出が

140億円増加し789億円となったことや、子会社株式の取得による支出が52億円増加し152億円となった

こと等によるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期の735億円の収入超から299億円の支出超に転じまし

た。これは、転換社債の発行による収入が667億円あった一方で、前年同期に440億円あった長期借入に

よる収入がなかったこと、株式の発行による収入が前年同期の899億円から減少し116億円となったこと、

セール・アンド・リースバック取引による収入が179億円から減少し108億円となったこと、有利子負債

の返済が前年同期に比べて404億円増加し1,222億円となったことが主な要因です。 
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(3)  連結業績予想に関する定性的情報  

ＤＲＡＭの最大市場であるＰＣ向けＤＲＡＭ製品の価格は、需給バランスの変動による影響を受けや

すく、また将来における価格動向を的確に予測することが極めて困難です。こうしたＤＲＡＭ価格の変

動による業績への影響が大きいことから、当社では業績見通しを公表しておりません。以下に、当社グ

ループの業績を予想する上で重要な数値見込みを記載致しますのでご参照下さい。 

 

□ 平成23年３月期 連結業績参考指標 

【連結第４四半期の見込み】 （単位：億円）

第３四半期 第４四半期  

見込み 

前回(11月４日)発表 
実績 

見込み 

今回(２月２日)発表 

前四半期比 出荷ビット成長率 約10％ 11％ 5-10％ 

前四半期比 平均販売単価変動率 N/A -37％ N/A 

減価償却費 320 318 310 

販管費及び一般管理費 170 192 170 

・当第３四半期の販売費及び一般管理費は売掛金に対して貸倒引当金繰入額を計上したため、ガイダンスを上回りま

した。 

 

【連結通期の見込み】 （単位：億円）

平成23年３月期通期 
 

見込み 

前回(11月４日)発表 

見込み 

今回(２月２日)発表

前年度比 出荷ビット成長率 40％弱 約35％ 

減価償却費 1,300 1,250 

販売費及び一般管理費 680 700 

設備投資額 1,150 1,150 

 

 

2. その他の情報 

(1)  重要な子会社の異動の概要  

該当事項はありません。（なお、連結子会社でありました㈱テラプローブ及びその子会社のTeraPower 

Technology Inc.につきましては、当第３四半期連結会計期間に㈱テラプローブが公募増資を実施し、同

時に当社が保有する株式の一部を売却したことにより、持分法適用関連会社となりました。） 

   

(2)  簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

 

(3)  会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１. 会計処理基準に関する事項の変更 
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①資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。これによる損益に与える影響は軽微であります。 

②企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月

26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究

開発費等に係る会計基準」の一部改正」」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離

等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企

業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関

する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。なお、連

結子会社の資産及び負債の評価方法を部分時価評価法から全面時価評価法へ変更したことによる四半

期連結財務諸表に与える影響はありません。 

２. 表示方法の変更 

    （四半期連結損益計算書関係）  

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 20 年 12 月 26 日）に基づく「財

務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成 21 年３月 24

日 内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期

純利益」の科目で、当第３四半期連結会計期間では「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表

示しております。  
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 164,706 113,338

受取手形及び売掛金 79,669 122,618

商品及び製品 35,719 40,197

仕掛品 24,036 27,491

原材料及び貯蔵品 5,466 5,128

未収入金 10,587 8,142

その他 8,027 15,027

貸倒引当金 △7,058 △5,571

流動資産合計 321,152 326,370

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 89,781 96,367

機械装置及び運搬具（純額） 437,966 465,030

工具、器具及び備品（純額） 15,644 17,152

土地 4,219 4,451

建設仮勘定 30,257 13,402

有形固定資産合計 577,867 596,402

無形固定資産   

のれん 762 1,050

その他 4,575 6,584

無形固定資産合計 5,337 7,634

投資その他の資産   

投資有価証券 12,649 4,101

その他 15,658 12,943

投資その他の資産合計 28,307 17,044

固定資産合計 611,511 621,080

資産合計 932,663 947,450
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 63,321 53,556

短期借入金 － 1,465

1年内償還予定の社債 － 30,000

1年内返済予定の長期借入金 113,359 132,460

リース債務 16,691 21,919

未払金 36,786 12,824

未払法人税等 539 2,014

引当金 3,335 5,522

その他 28,939 14,439

流動負債合計 262,970 274,199

固定負債   

社債 75,000 75,000

転換社債型新株予約権付社債 66,112 －

長期借入金 138,538 200,064

リース債務 35,147 43,841

引当金 3,316 3,123

資産除去債務 284 －

その他 4,788 4,441

固定負債合計 323,185 326,469

負債合計 586,155 600,668

純資産の部   

株主資本   

資本金 209,699 203,860

資本剰余金 77,230 214,902

利益剰余金 12,026 △141,777

自己株式 △5 △5

株主資本合計 298,950 276,980

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 269 825

繰延ヘッジ損益 △39 △64

為替換算調整勘定 △20,402 △14,104

評価・換算差額等合計 △20,172 △13,343

新株予約権 297 287

少数株主持分 67,433 82,858

純資産合計 346,508 346,782

負債純資産合計 932,663 947,450
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 319,431 422,204

売上原価 284,783 327,981

売上総利益 34,648 94,223

販売費及び一般管理費 45,555 53,198

営業利益又は営業損失（△） △10,907 41,025

営業外収益   

受取利息 252 152

補助金収入 － 951

設備賃貸料 258 －

その他 408 240

営業外収益合計 918 1,343

営業外費用   

支払利息 8,015 7,796

為替差損 1,528 8,831

その他 4,930 3,993

営業外費用合計 14,473 20,620

経常利益又は経常損失（△） △24,462 21,748

特別利益   

固定資産売却益 68 243

子会社株式売却益 － 372

訴訟和解引当金戻入額 － 648

持分変動利益 － 221

負ののれん発生益 － 555

契約精算益 － 2,705

特別利益合計 68 4,744

特別損失   

固定資産売却損 25 61

固定資産除却損 2,492 1,517

訴訟和解引当金繰入額 － 408

減損損失 1,098 490

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 172

特別損失合計 3,615 2,648

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△28,009 23,844

法人税、住民税及び事業税 1,920 586

法人税等調整額 △277 892

法人税等合計 1,643 1,478

少数株主損益調整前四半期純利益 － 22,366

少数株主利益 913 12,074

四半期純利益又は四半期純損失（△） △30,565 10,292
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 151,007 97,072

売上原価 103,843 104,785

売上総利益又は売上総損失（△） 47,164 △7,713

販売費及び一般管理費 16,717 19,161

営業利益又は営業損失（△） 30,447 △26,874

営業外収益   

受取利息 46 31

為替差益 629 －

補助金収入 － 651

設備賃貸料 258 －

その他 29 72

営業外収益合計 962 754

営業外費用   

支払利息 2,708 2,406

為替差損 － 546

その他 1,245 1,457

営業外費用合計 3,953 4,409

経常利益又は経常損失（△） 27,456 △30,529

特別利益   

固定資産売却益 22 78

子会社株式売却益 － 372

投資有価証券評価損戻入益 155 －

持分変動利益 － 221

契約精算益 － 2,705

特別利益合計 177 3,376

特別損失   

固定資産売却損 － 3

固定資産除却損 1,542 602

訴訟和解引当金繰入額 － △11

減損損失 △15 280

特別損失合計 1,527 874

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

26,106 △28,027

法人税、住民税及び事業税 1,380 △434

法人税等調整額 △534 752

法人税等合計 846 318

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △28,345

少数株主利益 4,210 1,251

四半期純利益又は四半期純損失（△） 21,050 △29,596
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△28,009 23,844

減価償却費及びその他の償却費 91,643 93,927

減損損失 1,098 490

引当金の増減額（△は減少） △5,507 1,591

受取利息 △252 △152

支払利息 8,015 7,796

為替差損益（△は益） 1,092 849

固定資産売却損益（△は益） △44 △182

固定資産除却損 2,492 1,517

子会社株式売却損益（△は益） － △372

持分変動損益（△は益） － △221

売上債権の増減額（△は増加） △85,461 36,339

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,632 6,928

未収入金の増減額（△は増加） 17,244 △2,256

仕入債務の増減額（△は減少） 14,400 7,892

未払金の増減額（△は減少） 1,065 △3,005

その他 400 6,717

小計 13,544 181,702

利息の受取額 322 902

利息の支払額 △6,865 △6,675

金融組成費用の支払額 △5,250 △42

補助金の受取額 76 951

和解金の受取額 621 －

補償金の受取額 579 －

和解金の支払額 △520 △677

法人税等の支払額 △924 △1,495

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,583 174,666

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,834 △1

定期預金の払戻による収入 418 1,150

有形固定資産の取得による支出 △64,869 △78,900

有形固定資産の売却による収入 631 916

無形固定資産の取得による支出 △1,427 △186

子会社株式の取得による支出 △10,000 △15,245

長期前払費用の取得による支出 △2,354 △4,286

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

－ 939

貸付金の回収による収入 － 5,686

その他 10 70

投資活動によるキャッシュ・フロー △79,425 △89,857
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 3,302 3,186

短期借入金の返済による支出 △3,302 △3,587

長期借入れによる収入 44,000 －

長期借入金の返済による支出 △62,084 △72,312

転換社債型新株予約権付社債の発行による収入 － 66,723

社債の償還による支出 － △30,000

株式の発行による収入 89,904 11,625

セール・アンド・リースバック取引による収入 17,905 10,774

リース債務の返済による支出 △16,434 △16,322

自己株式の取得による支出 △0 △0

少数株主からの払込みによる収入 204 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 73,495 △29,913

現金及び現金同等物に係る換算差額 △578 △2,379

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,925 52,517

現金及び現金同等物の期首残高 113,699 112,188

現金及び現金同等物の四半期末残高 108,774 164,705
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 該当事項はありません。  

  

【事業の種類別セグメント情報】 

 前第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 当社グループはＤＲＡＭを中心とした半導体単一事業であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を 

省略しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

 前第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日） 

  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

北米 ：アメリカ 

アジア：香港、シンガポール、台湾 

欧州 ：ドイツ、スイス 

  

３．国内連結子会社において当連結会計年度の第２四半期連結会計期間より、当初予定による残存耐用年数と現

在以降の経済的使用予測可能期間との乖離が明らかになった有形固定資産及び無形固定資産につき耐用年数

を変更しております。これにより、従来の方法によった場合と比較して日本における当第３四半期連結会計

期間の営業利益は 百万円増加しており、日本における当第３四半期連結累計期間の営業損失は 百

万円減少しております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円）
アジア

（百万円）
欧州

（百万円）
計

（百万円） 

消去また
は全社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 52,472  24,337  66,704  7,494  151,007  －  151,007

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 91,470  9  32,409  207  124,095  ( ） 124,095  －

計  143,942  24,346  99,113  7,701  275,102  ( ） 124,095  151,007

   営業利益（△損失）  17,987  803  12,401  △112  31,079  （ ） 632  30,447

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円）
アジア

（百万円）
欧州

（百万円）
計

（百万円） 

消去また
は全社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 124,701  59,104  121,215  14,411  319,431    －  319,431

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 183,568  11  73,652  479  257,710 （ ） 257,710  －

計  308,269  59,115  194,867  14,890  577,141 （ ） 257,710  319,431

   営業利益（△損失）  △21,512  1,764  10,509  △346  △9,585 （ ） 1,322  △10,907

1,046 1,968
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【海外売上高】  

 前第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日） 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

北米……アメリカ 

アジア…台湾、シンガポール、香港 

欧州……ヨーロッパ全域 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

【セグメント情報】  

  当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自  平成22年10月１日 至 平成22年12月31日） 

  当社グループは、ＤＲＡＭを中心とした半導体事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

（追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。   

  

 当社は平成22年４月20日付でKingston Technology Corporationに対して、第三者割当増資を実施し、資本金

及び資本準備金がそれぞれ 百万円増加しております。  

 また、当社は平成22年６月25日開催の定時株主総会における資本準備金の額の減少及び剰余金処分決議に基づ

き同日付けで、資本準備金のうち 百万円をその他資本剰余金に振替えた後、その他資本剰余金 百

万円を繰越利益剰余金の欠損填補に充当致しました。 

 これらの結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が 百万円、資本剰余金が 百万円、

利益剰余金が 百万円となっております。 

  

  

  北米 アジア 欧州 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  25,490  67,183  38,485  131,158

Ⅱ 連結売上高（百万円）        151,007

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 16.9  44.5  25.5  86.9

  北米 アジア 欧州 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  63,043  121,851  70,217  255,111

Ⅱ 連結売上高（百万円）        319,431

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 19.7  38.2  22.0  79.9

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

5,839

143,516 143,511

209,699 77,230

12,026
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４．補足資料 

 
(1)  要約四半期連結損益計算書 （単位：百万円） 

前第３四半期 

自平成21年10月１日 

至平成21年12月31日 

前第４四半期 

自平成22年１月１日

至平成22年３月31日

当第１四半期 

自平成22年４月１日

至平成22年６月30日

当第２四半期 

自平成22年７月１日 

至平成22年９月30日 

当第３四半期 

自平成22年10月１日

至平成22年12月31日

 

 ％ ％ ％  ％ ％

売上高 151,007 100.0 147,522 100.0 176,333 100.0 148,799 100.0 97,072 100.0

売上総利益（損失） 47,164 31.2 54,313 36.8 61,746 35.0 40,190 27.0 (7,713) -7.9

販売費及び一般管理費 16,717 11.1 16,561 11.2 17,324 9.8 16,713 11.2 19,161 19.7

営業利益（損失） 30,447 20.2 37,752 25.6 44,422 25.2 23,477 15.8 (26,874) -27.7

税金等調整前四半期純利益 

（損失） 
26,106 17.3 36,928 25.0 36,709 20.8 15,162 10.2 (28,027) -28.9

四半期純利益（損失） 21,050 13.9 33,650 22.8 30,671 17.4 9,217 6.2 (29,596) -30.5

EBITDA(1) 59,320 39.3 69,657 47.2 70,550 40.0 48,836 32.8 6,181 6.4

為替レート（円） 

（US$期中平均レート） 
90.37 90.39 91.87 88.06 82.97 

 

(2)  連結経営指標 （単位：百万円） 
 前第３四半期末 

平成21年12月31日 

前第４四半期末 

平成22年３月31日 

当第１四半期末 

平成22年６月30日 

当第２四半期末 

平成22年９月30日 

当第３四半期末 

平成22年12月31日 

現金及び現金同等物 110,324 113,338 150,584 131,153 164,706 

売上債権滞留日数(2) 82日 75日 70日 73日 74日 

たな卸資産保有日数(3) 61日 70日 58日 55日 56日 

有利子負債残高(4) 546,373 504,749 493,477 436,075 444,847 

ネットD/Eレシオ(5) 1.92倍 1.48倍 1.14倍 0.99倍 1.00倍 

自己資本比率(6) 23.4% 27.8% 30.3% 32.0% 29.9% 

 

(3)  要約四半期連結キャッシュ・フロー （単位：百万円） 

 

前第３四半期 

自平成21年10月１日 

至平成21年12月31日 

前第４四半期 

自平成22年１月１日

至平成22年３月31日

当第１四半期 

自平成22年４月１日

至平成22年６月30日

当第２四半期 

自平成22年７月１日 

至平成22年９月30日 

当第３四半期 

自平成22年10月１日

至平成22年12月31日

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
18,631 63,990 64,810 61,398 48,458 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
(20,086) (16,347) (29,361) (25,845) (34,651) 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
(12,761) (44,645) 5,465 (53,579) 18,201 

フリー・キャッシュ・フロー (1,455) 47,643 35,449 35,553 13,807 

 

                              

(1) EBITDA ＝ 税金等調整前四半期純損益 ＋ 支払利息 ＋ 減価償却費 

(2) 売上債権滞留日数（日）＝（期末売上債権残高 ／月平均売上高） × 30日 

(3) たな卸資産保有日数（日）＝（期末たな卸資産残高 ／ 月平均売上原価） × 30日 

(4) 有利子負債残高 ＝ 社債 ＋ 長・短借入金 ＋ 長・短リース債務 

(5) ネットD/Eレシオ（倍）＝（有利子負債残高 － 現金及び現金同等物）／ 自己資本* 

(6) 自己資本比率（％）＝ 自己資本* ／ 総資産 × 100  

*自己資本 ＝ 純資産 － 新株予約権 － 少数株主持分 
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